
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　告

　示 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
医
療
機
関
を
指
定
し
た
件                   

三
四
九 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件             

三
四
九 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
が
指
定
を
辞
退
し
た
件                           

三
五
〇 

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助
等
の
た
め
の
施
術
者
を
指
定
し
た
件                     

三
五
〇 

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件                         

三
五
〇 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
り
県
が
意
見
を
述
べ
た
件                             

三
五
一 

○
農
地
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
裁
定
の
申
請
が
あ
っ
た
件                   

三
五
一 

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件                                                   

三
五
一 

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
件                                     

三
五
一 

○
都
市
計
画
法
第
三
十
四
条
第
十
一
号
及
び
福
島
県
都
市
計
画
法
施
行
条
例
第
三 

　条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
指
定
す
る
土
地
の
区
域
を
指
定
す
る
件                 

三
五
二 

　公

　告 

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件                                                     

三
五
三 

○
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
件                                       

三
五
五 

　福
島
県
公
安
委
員
会 

○
福
島
県
放
置
違
反
金
に
係
る
納
付
命
令
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る 

　規
則                                                                     
三
五
六 

　福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

○
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
報 

　告
が
あ
っ
た
件                                                             

三
五
八 

　雑

　報 

○
福
島
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
の
決
算
を
公
告
す
る
件                               

三
五
八 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る

生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ

せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 
 

 
 

　名

　
　
　
　
　
　
　
　称

　

所

　
　
　在

　
　
　地

指
定
年
月
日

 
 

 
 

ウ
ィ
ル
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

会
津
若
松
市
本
町
一
一
番
五
号

　
　
　
　

 

令
和
八
年
六
月 

 
 

ン
会
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
日

　
　
　
　 

 
 

 

あ
い
あ
い
薬
局
み
な
み
店

　
　
会
津
若
松
市
飯
寺
南
三
丁
目
二
番
一
四
号

同
日

　
　
　
　 

 
 

 

さ
く
ら
薬
局

　会
津
宮
町
店

　
会
津
若
松
市
宮
町
六
番
四
号

　
　
　
　
　
同
年
五
月
一
日

 
 

 
 

さ
く
ら
薬
局

　会
津
真
宮
店

　
会
津
若
松
市
真
宮
新
町
北
一
丁
目
一
一
︱

同
日

　
　
　
　

 
 

 

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

 
 

さ
く
ら
薬
局

　喜
多
方
店

　
　
喜
多
方
市
字
長
面
三
〇
八
六

　
　
　
　
　
同
日

　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
（
中
国
残
留
邦
人
等

の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
か
ら
当
該
指
定
医
療
機
関
の
事
業

を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

名

　
　
　
　
　
　
　
　称

所

　
　
　
　在

　
　
　
　地

廃
止
年
月
日

ウ
ィ
ル
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

会
津
若
松
市
旭
町
六
︱
二
七

　
　
　
　
　

 

令
和
八
年
五
月 

ン
会
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
日

　
　
　

─────────────────────────────────────────────────────────── 
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赤
井
畑
歯
科
医
院

　
　
　
　
　
伊
達
郡
国
見
町
大
字
山
崎
字
太
子
堂
三
︱

同
年
四
月
一
六

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　

さ
く
ら
薬
局

　会
津
宮
町
店

　
会
津
若
松
市
宮
町
六
番
四
号

　
　
　
　
　
同
月
三
〇
日

　

さ
く
ら
薬
局

　会
津
真
宮
店

　
会
津
若
松
市
真
宮
新
町
北
一
丁
目
一
一
︱

同
日

　
　
　
　

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
薬
局

　喜
多
方
店

　
　
喜
多
方
市
字
長
面
三
〇
八
六

　
　
　
　
　
同
日

　
　
　
　

保
原
薬
局

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
達
市
保
原
町
字
城
ノ
内
六
一
︱
一

　
　
同
日

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
一
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
次
の
指
定
医
療
機
関
は
当
該
指
定
を
辞
退
し
た
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

名

　
　
　
　
　
　
　
　称 

所

　
　
　
　在

　
　
　
　地 

指
定
辞
退
年
月
日 

渡
辺
ゆ
う
ぞ
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

会
津
若
松
市
石
堂
町
三
︱
四
九

　
　

 
令
和
八
年
一
月
三
一

ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日

　
　
　
　
　
　
　

仙
波
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

　
　
　
会
津
若
松
市
飯
寺
南
一
丁
目
二
番
一

同
年
六
月
一
日

　
　

 

〇
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
二
号 

　生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
（
中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支

援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と

さ
れ
る
生
活
保
護
法
の
規
定
を
含
む
。
）
に
よ
り
、
医
療
扶
助
及
び
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を

担
当
さ
せ
る
は
り
師
及
び
き
ゅ
う
師
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

氏

　
　
　名

住

　
　
　
　所

施

術

所

名

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

山
本

　修
哉

須
賀
川
市
長
沼

ほ
ね
つ
ぎ
白
河

白
河
市
高
山
七
七
番
地

令
和
七
年
六
月

字
鹿
ノ
内
二 

鍼
灸
接
骨
院

　

 

九
日

　
　
　
　

四
︱
四
四

　ビ

レ
ッ
ジ
ハ
ウ
ス

長
沼
城
南
一
︱

四
〇
六

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
社
会
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
三
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
二
項
の
変
更
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
八
年

八
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
一
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り

課
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
郡
山
市
農
商
工
部
産
業

雇
用
政
策
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

岩
瀬
書
店
富
久
山
店

　福
島
県
郡
山
市
富
久
山
町
八
山
田
字
大
森
新
田
三
十
六
︱
一
ほ
か 

二

　法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
郡
山
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要 

１

　防
災
・
防
犯
対
策
へ
の
協
力 

事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
等
は
、
「
郡
山
市
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
基
本
理
念

を
理
解
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
環
境
と
必
要
な
措
置
を
講
じ
る

よ
う
に
努
め
、
市
の
防
犯
対
策
に
協
力
す
る
こ
と
。 

２

　騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項 

当
該
店
舗
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
騒
音
指
定
施

設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
条
例
第
六
十
二
条
に
規
定
さ
れ
る
工
場
等
騒
音
規
制
基
準

（
同
条
例
施
行
規
則
別
表
第
九
中
、
第
三
種
区
域
に
該
当
。
）
を
遵
守
す
る
こ
と
。
な
お
、
学
校

の
敷
地
の
周
囲
五
十
メ
ー
ト
ル
の
区
域
に
お
い
て
は
、
上
記
の
別
表
第
九
に
定
め
る
値
か
ら
五
デ

シ
ベ
ル
を
減
じ
た
値
が
工
場
等
騒
音
規
制
基
準
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。 

３

　街
並
み
づ
く
り
等
へ
の
配
慮
等 

㈠

　敷
地
内
に
お
け
る
全
て
の
屋
外
広
告
物
の
表
示
面
積
合
計
が
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

場
合
は
、
屋
外
広
告
物
許
可
申
請
が
必
要
に
な
る
。 

㈡

　次
に
挙
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
を
行
う
場
合
は
、
郡
山
市
景
観
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
大
規
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模
行
為
の
届
出
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
※
に
該
当
す
る
場
合
は
、
事
前
協
議
が
必
要
に
な
る
。 

ア

　面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
若
し
く
は
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
か
つ
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
法
面
が
生
じ
る
よ
う
な
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
。 

イ

　高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
若
し
く
は
表
示
面
積
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
広

告
物
の
設
置
。 

ウ

　建
築
物
の
高
さ
が
十
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ま
た
は
建
築
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の
。 

※

　建
築
物
の
高
さ
が
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ま
た
は
延
べ
面
積
が
一
万
五
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
。 

※

　広
告
物
の
高
さ
が
三
十
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
。 

４

　そ
の
他 

夜
間
の
照
明
の
使
用
に
伴
い
、
光
害
（
こ
う
が
い
）
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
環
境
省
が
策
定
し

て
い
る
「
光
害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
令
和
三
年
三
月
改
訂
版
）
」
を
参
照
し
、
良
好
な
光
環
境

の
形
成
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。 

三

　法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要 

意
見
書
の
提
出
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
四
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
令
和
八

年
八
月
二
十
一
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
一
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く

り
課
、
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振

興
部
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

（
仮
称
）
ニ
ト
リ
い
わ
き
店

　福
島
県
い
わ
き
市
鹿
島
町
久
保
梅
田
一
番
一 

二

　法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要 

意
見
な
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
五
号 

　農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八

年
七
月
十
日
付
け
で
公
益
財
団
法
人
福
島
県
農
業
振
興
公
社
（
福
島
県
農
地
中
間
管
理
機
構
）
か
ら
次

の
と
お
り
農
地
を
利
用
す
る
権
利
（
以
下
「
利
用
権
」
と
い
う
。
）
の
設
定
に
関
す
る
裁
定
の
申
請
が

あ
っ
た
。 

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

一

　農
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
面
積 

所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　地
番

　
　
　地
目

　面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
） 

須
賀
川
市
仁
井
田
字
山
田

　一
〇
三
番

　田

　
　五
一
三 

同

　
　市
仁
井
田
字
山
田

　一
〇
四
番

　田

　
　二
六
七 

同

　
　市
仁
井
田
字
山
田

　一
〇
五
番

　田

　
　九
八
八 

二

　農
地
の
利
用
の
現
況 

水
稲
の
栽
培
で
利
用 

三

　農
地
に
つ
い
て
の
申
請
者
の
利
用
計
画
の
内
容
の
詳
細 

水
稲
の
栽
培
で
利
用 

四

　希
望
す
る
利
用
権
の
始
期
及
び
存
続
期
間
並
び
に
借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額 

１

　始
期

　令
和
八
年
十
月
一
日 

２

　存
続
期
間

　五
年
三
月 

３

　借
賃
に
相
当
す
る
補
償
金
の
額

　八
四
、
四
〇
〇
円 

五

　農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す

る
と
認
め
ら
れ
る
理
由 

当
該
土
地
は
、
地
域
計
画
区
域
内
の
農
用
地
等
で
あ
り
、
借
受
希
望
者
が
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

福
島
県
農
業
振
興
公
社
農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
施
に
関
す
る
規
程
第
六
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合

す
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
。 

六

　そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項 

（
記
載
な
し
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
農
村
振
興
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
六
号 

　道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
中
建

設
事
務
所
で
令
和
八
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

路

　
　
　線

　
　
　名

供

用

開

始

の

区

間

供

用

開
始

の
期

日

県
道
い
わ
き
石
川
線

　
石
川
郡
石
川
町
字
境
ノ
内
三
一
五
番
一

令
和
八
年
八
月
二
三
日

　

地
先
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

同

　郡
同

　町
字
石
田
四
三
番
一
地
先

ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
道
路
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
五
百
五
十
七
号 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

　
　令
和
八
年
八
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

１

　急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
土
地
の
区
域
の
名
称 

浮
矢
１
号 

２

　急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
土
地
の
区
域
の
表
示 

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
一
点
か
ら
二
六
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
一
点
と
二
六

点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域 

い
わ
き
市
三
和
町
合
戸
字
浮
矢 

　
　一
六
番
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
四
秒
〇
一
九
四 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
三
六
秒
五
三
一
三 

　
　二
七
四
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
五
秒
〇
二
四
二 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
三
七
秒
四
五
七
四 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　三
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
四
秒
六
六
五
〇 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
三
七
秒
六
二
八
九 

　
　二
七
二
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
四
秒
〇
三
五
六 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
三
九
秒
九
七
六
一 

　
　二
六
二
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　五
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
二
秒
三
七
〇
八 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
二
秒
五
四
四
九 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　六
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
二
秒
六
三
九
二 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
三
秒
四
一
六
五 

　
　二
五
九
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　七
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
一
秒
四
三
八
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
四
秒
六
七
九
三 

　
　二
五
四
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　八
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
一
秒
三
四
一
九 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
六
秒
四
五
九
五 

　
　二
五
八
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　九
点

　
　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
一
秒
〇
七
五
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
六
秒
九
七
五
九 

　
　二
五
七
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
〇
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
〇
秒
九
六
四
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
七
秒
八
五
一
八 

　
　一
四
四
番
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
一
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
三
九
秒
八
三
五
七 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
八
秒
六
六
一
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
二
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
三
九
秒
七
三
二
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
八
秒
八
二
〇
一 

　
　二
五
八
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
三
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
三
九
秒
四
三
六
二 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
八
秒
四
二
〇
一 

　
　一
四
三
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
四
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
三
九
秒
二
九
七
六 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
八
秒
三
八
八
四 

　
　一
四
〇
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
五
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
三
九
秒
五
九
一
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
六
秒
〇
三
六
九 

　
　一
三
七
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
六
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
〇
秒
〇
一
四
六 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
五
秒
〇
〇
六
九 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
七
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
〇
秒
五
〇
七
二 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
四
秒
一
九
〇
一 

　
　二
六
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
八
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
一
秒
二
一
五
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
四
秒
四
一
八
九 

　
　一
三
五
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一
九
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
〇
秒
六
五
〇
八 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
三
秒
六
八
四
四 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　二
〇
点

　
　北
緯
三
七
度
〇
六
分
四
〇
秒
七
二
七
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
経
一
四
〇
度
四
五
分
四
一
秒
九
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公 告 第 １ ６ ８ 号  
Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 福 島 県 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 ほ か

15 施 設 で 使 用 す る 電 気 に つ い て 、 次 の と お り 一 般 競 争 入 札 を 行 う の で 、 地 方 公 共 団 体 の
物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定 め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 ） 第 ６ 条 及 び
福 島 県 財 務 規 則 （ 昭 和 3 9 年 福 島 県 規 則 第 1 7 号 。 以 下 「 財 務 規 則 」 と い う 。 ） 第 2 74 条 の ３
第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  
    令 和 ８ 年 ８ 月 21 日  
                                                  福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄    
１   入 札 に 付 す る 事 項  

⑴   調 達 を す る 物 品 等 の 名 称 及 び 数 量   福 島 県 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 ほ か 15 施 設 で 使 用
す る 電 気   予 定 数 量 3 , 1 4 7 , 4 0 0 kWh  

⑵   調 達 を す る 物 品 等 の 仕 様 等   仕 様 書 に よ る 。  
⑶   供 給 期 間   令 和 ８ 年 12 月 １ 日 か ら 令 和 ９ 年 11 月 30 日 ま で  
⑷   供 給 場 所   福 島 県 県 北 保 健 福 祉 事 務 所 （ 福 島 県 福 島 市 御 山 町 ８ 番 30 号 ） ほ か 15 施

設  
２   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 に 関 す る 事 項  

次 に 掲 げ る 条 件 を 全 て 満 足 し て い る 者 で あ り 、 か つ 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要
な 資 格 の 確 認 を 受 け た 者 で あ る こ と 。  
⑴   地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 2 2年 政 令 第 1 6 号 ） 第 1 6 7 条 の ４ 第 １ 項 各 号 の い ず れ に も 該

当 し な い 者 で あ る こ と 。  
⑵   ３ に 掲 げ る 日 か ら 開 札 の 日 ま で の 間 に 、 福 島 県 か ら 入 札 参 加 資 格 制 限 措 置 又 は 指

名 停 止 を 受 け て い な い 者 で あ る こ と 。  
⑶   会 社 更 生 法 （ 平 成 1 4 年 法 律 第 1 5 4号 ） の 規 定 に よ る 更 生 手 続 開 始 の 申 立 て を し て い

る 者 若 し く は 申 立 て が な さ れ て い る 者 又 は 民 事 再 生 法 （ 平 成 1 1 年 法 律 第 22 5 号 ） の 規
定 に よ る 再 生 手 続 開 始 の 申 立 て を し て い る 者 若 し く は 申 立 て が な さ れ て い る 者 に あ っ
て は 、 当 該 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け た 後 に 、 こ の 入 札 に 参 加 す る こ と に 支 障 が な い と
認 め ら れ る 者 で あ る こ と 。  

⑷   電 気 事 業 法 （ 昭 和 39年 法 律 第 170号 ） 第 ２ 条 の ２ の 規 定 に よ り 小 売 電 気 事 業 者 と し
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て 登 録 を 受 け て い る 者 で あ る こ と 。  
⑸   福 島 県 が 示 す 予 定 使 用 電 気 量 と 同 程 度 の 電 気 供 給 実 績 が あ り 、 か つ 、 供 給 開 始 日

か ら 確 実 に 安 定 し た 供 給 が で き る 者 で あ る こ と 。  
⑹   福 島 県 電 力 の 調 達 に 係 る 環 境 配 慮 方 針 第 ５ 条 に 定 め る 資 格 要 件 を 満 た し て い る 者

で あ る こ と 。  
３   入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の 確 認  

入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 所 定 の 一 般 競 争 入 札 参 加 資 格 確 認 申 請 書 に 、 ２ の ⑷ か
ら ⑹ ま で に 掲 げ る 事 項 に つ い て 証 明 で き る 書 類 を 添 付 し て 、 令 和 ８ 年 ９ 月 16 日 （ 水 ）
午 後 ５ 時 15 分 ま で に 次 に 掲 げ る 場 所 に 提 出 し 、 当 該 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の
確 認 を 受 け る こ と 。 な お 、 郵 送 に よ り 提 出 す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、
同 日 同 時 刻 ま で に 必 着 と す る 。  

郵 便 番 号 960 - 8670   福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16 号  
福 島 県 保 健 福 祉 部 保 健 福 祉 総 室 保 健 福 祉 総 務 課  
電 話 02 4 - 52 1 - 7 2 2 0  

４   契 約 条 項 を 示 す 場 所 及 び 期 間  
３ に 掲 げ る 場 所 に お い て 、 令 和 ８ 年 ８ 月 21日 （ 金 ） か ら 同 年 ９ 月 16日 （ 水 ） ま で （ 土

曜 日 及 び 日 曜 日 を 除 く 。 ） の 午 前 ８ 時 30 分 か ら 午 後 ５ 時 15 分 ま で  
５   入 札 説 明 書 等 の 配 布  

次 に よ り 、 入 札 説 明 書 、 仕 様 書 、 申 請 書 等 を 配 布 す る 。  
⑴   配 布 期 間   ４ に 掲 げ る 期 間 に 同 じ 。  
⑵   配 布 場 所   ３ に 掲 げ る 場 所 に 同 じ 。  
⑶   そ の 他   郵 送 に よ る 配 布 を 希 望 す る 場 合 は 、 日 本 産 業 規 格 Ａ 列 ４ 番 の 大 き さ の 用

紙 50 枚 が 入 る 程 度 の 大 き さ で 、 所 定 の 料 金 分 の 切 手 を 貼 っ た 宛 先 明 記 の 返 信 用 封 筒
を 同 封 の 上 、 ３ に 掲 げ る 場 所 ま で 令 和 ８ 年 ８ 月 28 日 （ 金 ） 午 後 ５ 時 15 分 ま で に 必 着
で 請 求 す る こ と 。  

６   入 札 及 び 開 札 の 日 時 及 び 場 所 等  
⑴   日 時   令 和 ８ 年 10 月 ６ 日 （ 火 ） 午 後 １ 時 30 分  
⑵   場 所   福 島 県 庁 西 庁 舎 ３ 階 316 会 議 室 （ 福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16 号 ）  
⑶   そ の 他   郵 便 に よ り 入 札 を す る 場 合 は 、 書 留 郵 便 に よ り 行 う も の と し 、 令 和 ８ 年

10 月 ５ 日 （ 月 ） 午 後 ５ 時 15 分 ま で に ３ に 掲 げ る 場 所 に 必 着 と す る 。  
７   入 札 保 証 金 及 び 契 約 保 証 金  

⑴   入 札 保 証 金   入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 入 札 金 額 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 含
む 。 ） の 1 0 0 分 の ３ 以 上 の 額 の 入 札 保 証 金 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 財 務
規 則 第 2 4 9 条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 入 札 保 証 金 の 全 部 又
は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

⑵   契 約 保 証 金   落 札 者 は 、 契 約 電 力 及 び 予 定 使 用 電 力 量 に そ れ ぞ れ の 契 約 単 価 を 乗
じ て 得 た 額 の 1 00分 の ５ 以 上 の 額 の 契 約 保 証 金 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、
財 務 規 則 第 2 2 9 条 第 １ 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 契 約 保 証 金 の 全
部 又 は 一 部 の 納 付 を 免 除 す る 。  

８   入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 に 要 求 さ れ る 事 項  
こ の 入 札 に 参 加 を 希 望 す る 者 は 、 開 札 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 提 出 し た 書 類 に

関 し 、 福 島 県 知 事 か ら 説 明 を 求 め ら れ た 場 合 は 、 そ れ に 応 じ な け れ ば な ら な い 。  
９   入 札 の 無 効  

２ の 入 札 に 参 加 す る 者 に 必 要 な 資 格 の な い 者 の し た 入 札 及 び 入 札 説 明 書 に お い て 示
す 入 札 に 関 す る 条 件 等 に 違 反 し た 入 札 は 、 無 効 と す る 。  

10   そ の 他  
⑴   契 約 手 続 に お い て 使 用 す る 言 語 及 び 通 貨   日 本 語 及 び 日 本 国 通 貨  
⑵   入 札 方 法   入 札 金 額 は 、 各 入 札 者 に お い て 設 定 す る 契 約 電 力 に 対 す る 単 価 （ kW単

価 （ 小 数 点 以 下 を 含 む こ と が で き る 。 ） 。 同 一 月 に お い て は 単 一 の も の と す る 。 ）
及 び 使 用 電 力 量 に 対 す る 単 価 （ kWh 単 価 （ 小 数 点 以 下 を 含 む こ と が で き る 。 ） 。 同 一
月 に お い て は 単 一 の も の と す る 。 ） を 根 拠 と し 、 県 が 提 示 す る 契 約 電 力 及 び 予 定 使
用 電 力 量 の 対 価 を 入 札 金 額 と す る こ と 。 な お 、 落 札 の 決 定 に 当 た っ て は 、 入 札 書 に
記 載 さ れ た 金 額 に 当 該 金 額 の 1 0 0 分 の 1 0 に 相 当 す る 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当 該 金 額 に １
円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 を 切 り 捨 て る も の と す る 。 ） を も っ て 落
札 価 格 と す る の で 、 入 札 者 は 、 消 費 税 に 係 る 課 税 事 業 者 で あ る か 免 税 事 業 者 で あ る
か を 問 わ ず 、 見 積 も っ た 契 約 希 望 金 額 の 110 分 の 100 に 相 当 す る 金 額 を 入 札 書 に 記 載
す る こ と 。  

⑶   落 札 者 の 決 定 方 法   予 定 価 格 の 制 限 の 範 囲 内 で 最 低 の 価 格 を も っ て 有 効 な 入 札 を  
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行 っ た 入 札 者 を 落 札 者 と す る 。  
⑷   契 約 書 作 成 の 要 否   要  
⑸   福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 か ら の 要 請 等   福 島 県 知 事 は 、 福 島 県 政 府 調 達 苦

情 検 討 委 員 会 （ 福 島 県 政 府 調 達 苦 情 検 討 委 員 会 設 置 要 綱 （ 平 成 ８ 年 福 島 県 告 示 第 320
号 ） 第 １ 条 に 規 定 す る 委 員 会 を い う 。 ） か ら 契 約 停 止 の 要 請 を 受 け た 場 合 は 契 約 の
執 行 を 停 止 し 、 契 約 を 破 棄 す る 提 案 が 出 さ れ た 場 合 は 契 約 を 破 棄 す る こ と が で き る 。  

⑹   そ の 他   詳 細 は 、 入 札 説 明 書 に よ る 。  
11   Summary  

⑴   N a t u r e  a n d  q u a n t i t y  o f  t h e  p r o d u c t s  t o  b e  p u r c h a s e d :  E l e c t r i c i t y  S u p p l y  
f o r  u s e  a t  K e n - p o k u  P u b l i c  H e a l t h  a n d  W e l f a r e  O f f i c e  a n d  1 5  o t h e r  f a c i l i t i e s  
P l a n n e d  a n n u a l  p o w e r  c o n s u m p t i o n :  3 , 1 4 7 , 4 0 0  k W h  

⑵   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  h a n d ) :  1 : 3 0  p . m . ,  6  O c t o b e r  2 0 2 6  
⑶   T i m e - l i m i t  o f  t e n d e r  ( b y  m a i l ) :  5 : 1 5  p . m . ,  5  O c t o b e r  2 0 2 6  
⑷   C o n t a c t  p o i n t  f o r  t h e  n o t i c e :  G e n e r a l  A f f a i r s  D i v i s i o n ,  S o c i a l  H e a l t h  a n d  

W e l f a r e  S e c t i o n ,  S o c i a l  H e a l t h  a n d  W e l f a r e  D e p a r tme n t ,  F u k u s h im a  P r e f e c t u r a l  
G o v e r n m e n t ,  2 - 1 6  S u g i t s u m a - c h o ,  F u k u s h i m a  C i t y ,  F u k u s h i m a  9 6 0 - 8 6 7 0  J a p a n  
TEL 024-521-7220  

                                                            （ 保 健 福 祉 総 務 課 ）  
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  福 島 県 放 置 違 反 金 に 係 る 納 付 命 令 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布
す る 。  

令 和 ８ 年 ８ 月 21 日  
                                      福 島 県 公 安 委 員 会 委 員 長   髙   橋   良   行    
福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第 ４ 号  

福 島 県 放 置 違 反 金 に 係 る 納 付 命 令 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  
  福 島 県 放 置 違 反 金 に 係 る 納 付 命 令 等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 18 年 福 島 県 公 安 委 員 会 規 則 第
10 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  
  様 式 第 ２ 号 （ 裏 ） を 次 の よ う に 改 め る 。  
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（裏）

１ 早期に手続を終結させたい方へ（仮納付制度）
(1) 今回の予定される放置違反金の納付命令に係る事案について、早期に

手続を終結させたい方のために、道路交通法第51条の４第９項の規定に
よる放置違反金に相当する金額を仮納付する制度があります。

(2) この制度によりあなたが仮納付を行った場合、後日、当公安委員会が
あなたに対して放置違反金の納付命令を行うときは、道路交通法第51条
の４第10項の規定により２の(4)に掲げる場所において公示による放置
違反金の納付命令が行われ、同条第11項の規定により仮納付した放置違
反金に相当する金額が放置違反金の納付とみなされますので、本件に係
る放置違反金の納付についてあなたがそれ以上の手続を行う必要はあり
ません。

(3) あなたが仮納付を行った後、当該放置車両に係る車両の運転者が駐車
違反の反則金を納付するなど、当公安委員会があなたに対して放置違反
金の納付命令を行わないこととしたときは、道路交通法第51条の４第12
項の規定により仮納付した放置違反金に相当する金額は返還されます。

２ 仮納付の期限、場所、方法及び公示による納付命令の方法
(1) 仮納付の期限は、弁明書の提出期限と同じ日（表面の弁明書の提出期

限の欄に記載された日）です。仮納付の期限経過後は、同封の納入通知
書又は払込取扱票による納付はできません。

(2) 仮納付の場所は、同封の納入通知書又は払込取扱票の裏面に記載の金
融機関です。

(3) 仮納付するときは、同封の納入通知書又は払込取扱票に、表面の予定
される納付命令の内容欄記載の金額を添えて納めてください。

なお、分納はできません。
(4) 公示による納付命令の方法

公示による放置違反金の納付命令は、氏名ではなく、この弁明通知書
の番号を福島県警察ホームページに掲載するとともに、福島県公安委員
会の掲示板（福島県福島市杉妻町５番75号所在）に掲示して行います。

～ 車検拒否制度に関するお知らせ ～
放置違反金の納付命令を受けて、その放置違反金を納付しない場合、法

令の規定により、自動車検査証の返付を受けられなくなります。
～ 車両の使用制限命令に関するお知らせ ～

同一の車両につき、繰り返し、放置違反金の納付命令を受けた場合、法
令の規定により、車両を運転し、又は運転させてはならない旨の命令を受
けることがあります。
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附   則  
  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  
                                                                （ 交 通 指 導 課 ）  
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6,737,977 974 61,371 511,145 956,497 1,057,497 353,878 1,235,946 117,591
1,745,000 8,383,954 126 1,783,761 29,458,547 2,384,792

6,737,977 974 0 0 1,806,371 8,895,099 956,623 1,057,497 2,137,639 30,694,493 2,502,383
44,842 974 1,104 4,259 95,746 28,121,096

1,530,653 1,806,371 8,895,099 208,908 39,877 302,263 38,888 1,784,719
1,575,495 974 0 0 1,806,371 8,895,099 210,012 44,136 398,009 28,159,984 1,784,719

1,015,038
5,162,482 746,611 1,013,361 724,592 2,534,509 717,664
5,162,482 0 0 0 0 0 746,611 1,013,361 1,739,630 2,534,509 717,664
6,737,977 974 0 0 1,806,371 8,895,099 956,623 1,057,497 2,137,639 30,694,493 2,502,383

9,976,884 20,558,216 1,103,002 138,588 321,190 275,709
9,993,834 13,390,431 1,102,994 269,577

470,064
13,693 16,744 17,088 2,190 2,173 685 330,899

1,054,608 114,543 43,147 51,681 75,518 30,152
60,300 70,000

1,520,377
22,559,396 33,948,647 2,205,996 138,588 16,744 17,088 498,223 590,606 592,430 406,417 30,152
10,002,245

183,607 24,381 18,282 8,591
30,174 2,514 3,168 3,434 129

50
103,074

16,352 10,402 17,505 114
16,744 17,088 228,554 16,586

225,958
20,558,216 1,103,002 138,588
13,390,431 1,102,994

138,667
1,048,287

60,300 70,000
7,639,168 103,800 353,677 543,318 24,442 5,665
1,530,653
20,506,611 33,948,647 2,205,996 138,588 16,744 17,088 472,600 460,974 667,115 274,826 30,971
2,052,785 0 0 0 0 0 25,623 129,632 △ 74,685 131,591 △ 819

収
　
　
　
入

支
　
　
　
　
　
　
出

 退職者給付拠出金

 連合会払込金

短　期

短　期

資
　
産

経　　理　　区　　分

資
　
本

負
　
債

 繰延資産

　　資本合計

　２　損益計算書の要旨

 利益剰余金

 流動資産
 固定資産

  　福島県市町村職員共済組合定款第５条の規定に基づき、令和７年度決算の要旨を公告する。

福 島 県 市 町 村 職 員 共 済 組 合 公 告

貸　付業　務経　　理　　区　　分 経過的長期
預託金管理 貯　金宿　泊保　健

　１　貸借対照表の要旨
経過的
長　期

厚生年金
保　　険

退職等
年　金

令和8年6月25日

　地方公務員等共済組合法（昭和３７年法律第１５２号）第２２条第３項及び同法施行規程第６７条の２の規定並びに

福島県市町村職員共済組合

 連合会拠出金

 飲食材料費
 委託費
 支払利息

業　務経過的
長　期

経過的長期
預託金管理

退職等
年　金

 商品仕入

計
 給付

 前年度繰越支払準備金

 掛金
 施設収入・商品売上

厚生年金
保　　険

 負担金払込金

差引当期利益金又は当期損失金（△）

 固定負債
　　負債合計
 資本剰余金

 利息及び配当金

 負担金

計

 他経理からの繰入金

 次年度繰越支払準備金

 その他の収入

 旅費・事務費

 他経理への繰入金
 その他の支出

 掛金払込金
 事務費負担金払込金

 役職員給与

  理 事 長　 遠　 藤　 忠　 一

貸　付
（単位：千円）

宿　泊 貯　金保　健

　資　産　合　計

　負債・資本合計

 流動負債

退職等年金
預託金管理

（単位：千円）
退職等年金
預託金管理

再生紙を使用しています。 【定価　１箇月 3,560円】 発行者　福　　　　島　　　　県
印刷所　株式会社　第　一　印　刷
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